第8回メタンハイドレート研究アライアンス講演会
浅層型メタンハイドレートの産状と物性

　産総研メタンハイドレート研究センターでは、主に東部南海トラフ海域の砂層に賦存するメタンハイドレートを対象として、メタンハイドレートから天然ガスを経済的かつ安全に生産するための研究開発に取り組んでおります。一方、メタンハイドレートに関する研究は、地質学、地球化学、地球環境など様々な観点から、世界各地で多様な産状のメタンハイドレートを対象に進められております。この度、オホーツク海サハリン沖、バイカル湖、新潟沖におけるメタンハイドレート研究に関する講演会を、添付のプログラムの通り企画いたしました。これらの海域では、海底近傍の浅層においてメタンハイドレートが発見されています。今回の講演会では、この浅層型メタンハイドレートの産状と物性を中心に、最新の研究成果をご紹介いただく予定です。メタンハイドレートに関連する研究に従事しておられる皆様にご参集いただき、議論に参加していただければ幸甚です。
　ご多忙のこととは存じますが、是非多くの皆様にご参加いただきたく、ご案内申し上げます。

開催日時：平成24年1月27日　9：30～12：00
開催場所：産総研北海道センター講堂

プログラム

 9：30～10：30　｢オホーツク海サハリン沖およびバイカル湖におけるガスハイドレート調査｣
　　　　　　　　　　北見工業大学未利用エネルギー研究センター　庄子　仁　教授

10：30～11：00　｢オホーツク海およびバイカル湖のガスハイドレートの結晶学的特徴｣
　　　　　　　　　　産業技術総合研究所メタンハイドレート研究センター　木田真人　特別研究員

11：00～12：00　｢上越沖浅層ハイドレートに係わる地質と2010MD179調査航海の結果｣
　　　　　　　　　　産業技術総合研究所地圏資源環境研究部門　棚橋　学　副部門長

■お申込・お問合せ
氏名、所属、連絡先を明記の上、電子メールにて1月25日までにお申し込み下さい。
〒062-8517 札幌市豊平区月寒東2条17丁目2-1　産総研メタンハイドレート研究センター 研究アライアンス事務局　第8回講演会担当（alliance-sec@m.aist.go.jp）
